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（様式１－１）
現場説明会参加申込書

平成　　年　　月　　日
支出負担行為担当官
福島地方環境事務所長　殿
住　　　所

会　社　名

代表者氏名　　代表取締役　○○　○○　印
「平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務」に係る現場説明会の参加者を下記のとおり申請します。
記

１．○○　○○　　（携帯電話番号○○○-○○○○○-○○○○○）

２．△△　△△

３．

※１：現場説明会出席予定者すべての氏名を記入して下さい。

※２：集合場所には各社で用意した車でお越しいただき、その車で仮置場等を移動していただきます。車は１社１台に限定します。

※３：説明会当日に連絡が可能な携帯電話の番号を１台記入して下さい。

	
	 申込担当者(連絡先)
 住　　所：
 所属部署：
 氏　　名：
 TEL/FAX ：
 E-mail  ：


（様式１－２）

競争参加資格確認申請書

平成　　年　　月　　日
支出負担行為担当官
　福島地方環境事務所長　殿
	
	住所
	
	

	
	商号又は名称
	
	

	
	代表者氏名
	
	印


平成29年12月25日付けで公告のあった「平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務」に係る競争参加資格について確認されたく、下記のとおり、入札説明書8(3)エの書類を添えて申請します。
なお、入札説明書４（競争参加資格）の条件をすべて満たしていること及び添付書類の内容については事実と相違ないことを誓約します。
記
・申請書（本書類）　２部（正２部）

・資格審査結果通知書の写し　２部
・総合評定値通知書の写し　２部
・提案書等（様式２～様式４）　15部（正２部、副13部）

	
	問い合わせ先
	

	
	担当者
	○○　○○

	
	部　署
	○○○○　○○支店

	
	連絡先
	〒




注1） 競争参加資格申請書について、正２部のみ会社名及び担当者名を記入し、副１３部には記入しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式２－１）
破砕選別の処理実績
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	破砕選別の処理実績
	業務名
※1、※2
	○○○○○○○○業務

CORINS登録番号:○○○○○○○

	
	発注機関

（名称、所在地、
電話番号）※3
	環境省福島地方環境事務所○○課

	
	業務概要
	津波がれきの収集及びその破砕選別処理を行った。…



	
	破砕選別処理
の方式※4
	重機選別、手選別、一次破砕、ベルトコンベア手選別、振動ふるい選別

	
	破砕選別の
処理能力※5
	150トン/日（8時間）

	
	処理対象物※6
	津波がれき、家屋解体廃棄物、片付けごみ

	
	処理実績※7
	累計○万トン

初年度○万トン、次年度○万トン

	
	履行期間
	○○年○○月○○日～

○○年○○月○○日

	
	業務履行場所
※8
	福島県○○町

（汚染廃棄物対策地域を含む業務）

	
	主任技術者等、放射線管理責任者及び運営管理責任者の参加（有無・従事役職）
	本業務に従事予定の運営管理責任者が、当該業務の破砕選別施設の運営責任者として従事


〈注記〉
	※1：
	複数の破砕選別処理業務の実績がある場合、業務ごとに記載する（業務一つにつき1様式）。
平成19年４月１日以降のものに限り記載し、契約書等の写しが添付すること。該当する内容が、福島地方環境事務所発注工事の場合でも、契約書等の写しを添付すること

	※2：
	CORINSの登録がない場合は、実績を証するものとして契約書（件名、履行期間、発注者、受注者が確認できるページのみで良い。）及び仕様書（実施内容が確認できるページのみで良い。）の写しを、Ａ４サイズに統一して本様式に続けて添付すること。この場合「CORINS登録番号:登録なし（契約書等を添付）」と記載する。添付する仕様書の該当記載箇所に赤色の下線を付すこと。赤の下線は、正副全てに記載する。また、添付書類についても、通し番号のページを付すこと。

	※3：
	発注機関には、担当部署名（課名まで記載すること。）、所在地、電話番号を記載すること。

	※4：
	処理の手法（重機選別・手選別、破砕、機械選別等）、分別手法（磁気選別、ふるい選別、比重選別等）の種別といった破砕選別の方式を記載する。処理フロー又は配置が分かる図面を添付すること。

	※5：
	１日当たり（稼働時間を記載）の処理能力（トン数）を記載する。可能であれば廃棄物の種別や内訳ごとの処理能力を記載する。

	※6：
	がれき類、木くず、金属くずといった廃棄物の種別を記載する。産業廃棄物の処理施設であればその許可品目を記載し、そうでない場合には処理の実態に即した分類を記すこと。

	※7：
	業務期間全体の処理数量に加え、年間４万トン以上を処理したことが分かるよう年度ごとの処理量（トン）を記載する（期間が１年間であれば、年度をまたいで記載しても構わない）。加えて、業務終了後又は施工中に発注者に提出している業務実績報告書を添付し、自ら運営する施設の場合には、県や政令市に報告している処理実績を添付すること。また、複数の種別の廃棄物の合計で４万トンを超えたことが分かるよう、月ごともしくは四半期ごとに処理した廃棄物の内訳量がわかる資料を添付すること。

	※8：
	「汚染廃棄物対策地域」を含む地域にて業務を行った経歴を記載する場合、履行場所欄にはこれらを含む地域で行った旨の記載をすること。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式２－２）
主任技術者等の経歴等
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	主任技術者等の従事役職・氏名

 (※1)
	主任（監理）技術者　　○○ ○○

	法令による資格・免許

(※2)
	1級土木施工管理技士（技術士○○部門：○○）（取得年月日）

監理技術者資格（取得年月日及び登録会社）

監理技術者講習（取得年月日）（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	主任技術者又は監理技術者を務めた経験

(※3)
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	従事役職

(※4)
	主任技術者・監理技術者

（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	CORINSへの登録

(※5)
	有（登録番号：○○○－○○○○－○○）・ 無（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	施工規模(※6)
	○○（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	工事の種類
	

	
	国、都道府県又は市町村等の工事経験の有無
	有　　　　・　　　　無

	申請時における他工事等の従事状況等(※7)
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	従事役職
	現場代理人・主任技術者・監理技術者

	
	本業務と重複する場合の対応処置
	


〈注記〉
	※1：
	複数の主任技術者等がいる場合、技術者ごとに記載する（技術者1人につき1様式）。

	※2：
	資格・免許等確認できる書類（土木施工管理技士その他の資格・免許等の合格証明書、監理技術者資格者証（表裏面とも）、監理技術者講習修了証（監理技術者資格講習会修了履歴）の写しを添付すること。また、監理技術者資格者証により直接的かつ恒常的な雇用関係が明確に判断出来ない場合には、健康保険被保険者証等の写しを添付すること。

１級土木施工管理技士等の資格取得後の経験年数については、建設工事に従事した年数を証する資料を提出するものとし、5年以上は加点の対象とする。（なお、2級土木施工管理技士等の資格取得後の経験年数を加算して5年又は10年以上となる場合はこれを証する資料を提出すること。）

	※3：
	平成19年４月１日以降のものに限り記載し、契約書等の写しが添付すること。該当する内容が、福島地方環境事務所発注工事の場合でも、契約書等の写しを添付すること。

	※4：
	CORINS登録の写しを添付する。CORINSへの登録が無い場合は、当該技術者が担当した技術的内容が確認できる当該工事の主任技術者または監理技術者の通知書または施工計画書の写しを添付すること。

	※5：
	いずれかに○を付す。有に○を付した場合はCORINS登録番号を記載すること。無に○を付した場合は契約書（工事名、発注者、請負者、施工場所、契約金額、工期の確認できる部分）の写しを添付すること。該当する内容が、福島地方環境事務所発注工事の場合でも、契約書の写しを添付すること。

	※6：
	当該規模が確認できる設計図書等（特記仕様書等または図面及び数量表等（当該部分が判るよう着色等を行うこと。））の写しを添付すること。

	※7：
	申請時における他工事の従事状況は、従事しているすべての工事について、本業務を落札した場合の技術者の配置予定等を記入すること。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式２－３）
放射線管理責任者の経歴等
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	放射線管理責任者の
従事役職・氏名(※1)
	放射線管理責任者　　○○ ○○

	放射線管理責任者の所属会社
	○○株式会社

	資格・免許の取得

又は所定の講習の受講

(※2)
	第１種放射線取扱主任者（取得年月日）

（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	放射線管理の実務経験（※3）
	業務名称
	

	
	勤務機関
	

	
	経験年数
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	役職
	

	
	業務概要
	

	申請時における他工事等の従事状況等（※4）
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	従事役職
	

	
	本業務と重複する場合の対応措置
	


〈注記〉

	※1：
	複数の放射線管理責任者を配置する場合、放射線管理責任者ごとに記載する（放射線管理責任者1人につき1様式）。

	※2：
	第１種放射線取扱主任者免状若しくは第２種放射線取扱主任者免状を有する者又は所定の専門教育機関等の講習を受けた者であることが確認できる書類の写しを添付すること。

	※3：
	経験年数が１年以上であることがわかるように記載すること。なお、２以上の業務を記入し、それらの業務に係る経験年数の合計で１年以上となることとしても差し支えないが、この場合、それぞれの業務について、「業務名称」「勤務機関」「経験年数」「役職」「業務概要」を列記すること。また、資格及び記載したすべての業務に係る経験年数が確認できる書類（契約書、仕様書等）を添付すること（経験年数は２以上の業務等で期間が重複する場合は一方の重複する期間を考慮しない。なお、経験年数が添付書類等で確認できない業務については、実務経験に算入しない。）。該当する業務が、福島地方環境事務所発注工事の場合でも、業務実施機関が確認できる書類（契約書、仕様書等）の写しを添付すること。

	※4：
	申請時における他工事の従事状況は、従事しているすべての工事について、本業務を落札した場合の放射線管理責任者の配置予定等を記入すること。


　　　　（様式２－４）
運営管理責任者の経歴等
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	運営管理責任者の従事役職・氏名

 (※1)
	封入等施設運営管理責任者　　○○ ○○

	法令による資格・免許

(※2)
	廃棄物処理施設技術管理者


	破砕選別業務の運営を務めた経験

(※3)
	業務名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	従事役職


	（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	テクリスへの登録

(※4)
	有（登録番号：○○○－○○○○－○○）・ 無
（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	施工規模(※5)
	○○（添付書類頁：○／○○～○／○○）

	
	業務の種類
	

	
	国、都道府県又は市町村等の業務経験の有無
	有　　　　・　　　　無

	申請時における他業務等の従事状況等(※6)
	業務名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	平成○年○月○日 ～ 平成○年○月○日

	
	従事役職
	現場代理人・主任技術者・監理技術者

	
	本業務と重複する場合の対応処置
	


　　
〈注記〉
	※1：
	複数の運営管理責任者がいる場合、運営管理責任者ごとに記載する（運営管理責任者1人につき1様式）。

	※2：
	資格・免許等確認できる書類（日本環境衛生センターが発行する修了書等）の写しを添付すること。

	※3：
	平成19年４月１日以降のものに限り記載し、契約書等の写しを添付すること。該当する内容が、福島地方環境事務所発注業務の場合でも、契約書等の写しを添付すること。自ら運営する施設の場合には、廃棄物処理法における施設の設置許可証及び業の許可証を添付すること。また、施工体制表など当該の役職が分かる資料を添付すること。

	※4：
	テクリス登録の写しを添付する。テクリスへの登録が無い場合は、当該技術者が担当した技術的内容が確認できる当該業務の主任技術者または監理技術者等の通知書または施工計画書の写しを添付すること。

	※5：
	当該規模が確認できる仕様書、設計図書等（特記仕様書等または図面及び数量表等（当該部分が判るよう着色等を行うこと。））の写しを添付すること。

	※6：
	申請時における他業務の従事状況は、従事しているすべての業務について、本業務を落札した場合の当該技術者の配置予定等を記入すること。


（様式３－１）
必須項目　①封入等施設の設備諸元・処理能力
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	記載事項
	・封入等施設の施設構造図及び作業環境（電離則、石綿則等）
・封入等施設における設置設備及びその配置を記載した平面図等

・封入等施設で処理する廃棄物の種別とその処理能力及び年間処理量

	・A4判３枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
・記載事項のどの項目について提案しているのか明確になるようにすること。
・図表を用いて分かりやすいものとすること。
・仕様書の該当部分をよく参照して記述すること。


（様式３－２）
必須項目　②地盤改良用収納容器への封入計画
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	記載事項
	・不燃物等の種別ごとの月間・年間の封入計画

・不燃物等の種別ごとの作業環境、作業員及び重機等の工数並びに配置等の編成を記載した封入方法

・封入前後の作業を含んだ本業務における封入作業の一連の流れを記載した作業手順

・封入後の地盤改良用収納容器の保管方法

	・A4判４枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
・記載事項のどの項目について提案しているのか明確になるようにすること。
・図表を用いて分かりやすいものとすること。
・仕様書の該当部分をよく参照して記述すること。


（様式３－３）

必須項目　③破砕選別の処理方法
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	記載事項
	・手選別と機械選別のそれぞれの特長や役割分担に関する基本的な考え方

・廃棄物の種類ごとの作業環境、使用設備を含めた処理方法及び処理能力
・破砕選別業務の一連の流れを記載した作業手順

	・A4判３枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
・記載事項のどの項目について提案しているのか明確になるようにすること。
・図表を用いて分かりやすいものとすること。
・仕様書の該当部分をよく参照して記述すること。


（様式３－４）

必須項目　④仮置場の運用計画
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	記載事項
	・仮置場における廃棄物、対面式放射線検出器及び仮置場内通路等の配置計画を記した平面図

・計画の立案に用いた廃棄物の発生量及び必要面積等の前提条件

	・A4判２枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
・記載事項のどの項目について提案しているのか明確になるようにすること。
・図表を用いて分かりやすいものとすること。
・仕様書の該当部分をよく参照して記述すること。


（様式４－１）

加点項目　①業務の実施体制・方針
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	提案内容
	本業務を効果的に進めるための実施体制・方針

	・A4判３枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
本業務を実施する際に効果的と考えられる事項について、以下に記載する評価の観点を踏まえ検討し、当該事項を実現するための業務実施体制を具体的に記述すること。

・工期遵守の観点から業務管理体制が具体的かつ適切な提案であるか。

・施設運転時の体制が、安全運転及び労働安全確保上、十分な体制であるか。

・緊急時の対応の観点から具体的かつ適切な提案であるか。

・トラブル発生時への対処が、迅速かつ適切に実施できる体制となっているか。

・地元企業を活用した地域復興に資する具体的な計画になっているか。


（様式４－２）

加点項目　②安全対策
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	提案内容
	これまでの業務実績を踏まえた具体的な安全対策

	・A4判４枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
以下の点について、これまでの破砕選別業務の実績等を実例を踏まえて検討し提案すること。実例を交えながら対策のポイントについて指摘し、具体的な方策を記述するよう留意すること。
・廃棄物の運搬・保管に当たって実施する安全対策について記述すること。
・破砕選別業務において実施する作業員及び周辺環境への安全対策について、特に留意すべき点を廃棄物の種別等に着目しながら具体的に記述すること。
・放射性物質に汚染された廃棄物を取り扱うことに関しての留意事項について、とりわけ周辺環境への影響防止の観点から記述すること。
・その他、労働災害及び交通事故等を防止するための効果的な対策とその考え方について記述すること。


（様式４－３）

加点項目　③再生利用の促進策
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	提案内容
	再生利用を促進していくための具体的方策

	・A4判４枚以内に記載する。

・文字サイズについては10.5 ポイント、文字色は黒とし、装飾文字を使用しないこと。
＜記載要領＞
特定廃棄物等のうち再生利用が進んでいないものついて、可能な限り再生利用を進め、最終処分量を減少させることが必要である。この課題に対して、以下の点を踏まえながら、再生利用を促進していくための方策について提案すること。
・再生利用を促進していく必要がある廃棄物の種別とその理由を挙げ、それに対して本業務の中でどのような方策を実施するか記述する。
・放射性物質による廃棄物の汚染状況の把握方法や正確に線量ごとに分別していくための具体的な方策について記述すること。
・検討に当たっては、想定する廃棄物の発生原単位等を設定するなど、定量的な分析とすること。
・再生利用を行う廃棄物処理業者の状況や考え方を考慮して検討すること。



（様式４－４）
加点項目　④ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する取組
業務名：平成29年度から平成32年度までの浪江町特定廃棄物等破砕選別及び封入等業務
会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	認定等の有無：
	計画期間：平成　年　月　日　～　平成　年　月　日

	認定等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（認定段階：　　　　　　）


（注記）

※１　評価の対象とする認定等を証する下記書類（当該認定等の根拠法令に基づき厚生労働省が定める各都道府県労働
局長が発出した認定通知書等）の写しを提出すること。なお、複数の認定通知書等を企業が取得している場合は
下記①～④で最も配点の高い認定通知書等の写しを提出すること。
①　女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし認定）に関する基準適合一般事業主認定通知書
※労働時間の基準を満たすものに限る。
②　次世代法に基づく認定（くるみん認定及びプラチナくるみん認定）に関する基準適合一般事業主認定通
知書
③　若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定）に関する基準適合事業主認定通知書
④　女性活躍推進法第８条に基づく一般事業主行動計画策定届（計画期間が満了していないものに限る。）
を策定した企業（常時雇用する労働者の数が300人以下のものに限る。）

※２　認定段階については、えるぼし認定の認定段階（１～３）を、計画期間については女性の職業生活における活躍

の推進に関する法律及び次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画に示された計画期間を明記す
ること。
※３　事業者の経営における主たる事業所（本社等）において取得しており、かつ、提案書提出時点において認定等の
期間中であるものに限る。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
通し番号で頁を付すとともに、全頁数を表示（１／○○～○○／○○）すること。

